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そ
の
他
に
も
、
作
業
道
開
設
に
対
す

る
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
も
、
独
自

に
間
伐
等
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
森
林
所
有
者
の
皆

様
に
は
、
こ
れ
ら
の
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
、
積
極
的
な
間
伐
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
間
伐
作
業
は
大
変
危
険
で
す

の
で
十
分
注
意
を
し
て
安
全
な
作
業
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
間
伐
を
実
施
さ
れ
る
に
あ

た
り
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
地
方
振
興
局
森
林
課
、
市
町

村
役
場
、
森
林
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
（
治
山
課
造
林
係
）

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て�

間
伐
の
推
進
に
つ
い
て�

　
地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め
、
健
全

で
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
を

育
成
す
る
た
め
、
岡
山
県
で
は
平
成
十

二
年
度
に
「
岡
山
県
緊
急
間
伐
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
五
カ
年
間
で
四
二
、

六
〇
〇
㌶
の
間
伐
実
施
を
目
標
と
し

て
、
市
町
村
、
森
林
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
計
画
的
に
間
伐
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
十
一
、
十
二
月
を
「
間
伐
推

進
強
調
月
間
」
と
定
め
、
強
力
に
間
伐

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
間
伐
の
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
間
伐
実
施
状
況

と
間
伐
に
対
す
る
補
助
制
度
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

一
　
実
施
状
況
　

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度

ま
で
の
実
施
状
況
は
、
目
標
面
積
二

五
、
五
〇
〇
㌶
に
対
し
、
九
九
㌫
に
あ

た
る
二
五
、
二
七
〇
㌶
の
間
伐
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
度
は
、
八
、
五
五
〇
㌶

の
間
伐
実
施
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

二
　
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
間
伐
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
と

県
に
よ
る
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　造林補助事業（国の補助事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円 


�
区　分


�
水土保全
林整備事
業・資源
循環林整
備事業









機能回復
整備事業


�
事業主体 


�
森林組合 

森林施業計画
作成主体等













森林組合

森林所有者等


�
実　　施　　面　　積 


�

（森林組合等） 

１施行地面積が0.1©以上かつ１事業
主体による施行地面積の合計が4.0©
以上

（森林施業計画作成主体等） 

１施行地面積が0.1©以上かつ１事業
主体による施行地面積の合計が0.5©
以上

�
１施行地面積が0.1©以上かつ１事業
主体による施行地面積の合計が0.5©
以上


�
作業内容

�
�
�
�
除・間伐

�
�
�

特定間伐

�
�
�
除・間伐


�
対象林齢







11～

　35年生






26～

　45年生




11～

　35年生


�
切捨・搬出

�
�
切捨

�
�
搬出

�
�
搬出

�

切捨

�
搬出


�
伐採本数等


�
�
立木本数の20％以上

�
�
立木本数の20％以上

�
�
立木本数の20％以上


�
立木本数の20％以上

�
立木本数の20％以上


補助金額の目安 

（１©あたり）







  55,144～125,193






125,874～363,787






251,748～363,787




  42,890～  97,372




  97,902～282,945

注１）上表は、森林所有者等（市町村、林業公社を除く）が森林組合と請負契約により実施した場合の例です。補助金額は作業実施の
形態、保安林、森林施業計画等の条件により変動します。 


注２）原則として、間伐は立木本数の20％以上を補助対象とします。 

　　　（ただし、地形等により気象害の発生が明らかに予想される場合は10％以上です。） 

注３）搬出は、間伐木を80％以上搬出する場合に限ります。 



２　緊急間伐促進事業（県の補助事業）

○造林補助事業（上記１）で実施する16～45年生までの間伐等に対して、県費を上乗せ補助します。（市町村が、県と同額以上補助す
る場合に限ります。） 


区　分

�
緊急間伐

促進事業


事業主体 

�
市町村・森林
組合・森林所
所有者等 


実　　施　　面　　積 



�
（造林補助事業に同じ） 


作業内容

�
造林補助事業
で行う間伐・
特定間伐等


対象林齢





16～45年生


切捨・搬出



�
（造林補助事業に同じ）


伐採本数等� 補　助　率 

�

最高　9.0％

県　　4.5％

市町村4.5％
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地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち

地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち�

「
真
備
町
タ
ケ
ノ
コ
グ
ル
ー
プ
」

　
倉
敷
普
及
指
導
区
は
、
特
用
林
産
物

で
あ
る
タ
ケ
ノ
コ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
り
、
中
で
も
真
備
町
は
県
下
全

体
の
約
８
割
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
真
備
町
で
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
・

販
売
、
料
理
の
研
究
等
を
行
っ
て
い
る

「
真
備
町
タ
ケ
ノ
コ
グ
ル
ー
プ
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

○
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
│

　
私
た
ち
の
林
研
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成

十
三
年
に
結
成
さ
れ
た
ま
だ
若
い
グ

ル
ー
プ
で
す
。
会
員
は
女
性
ば
か
り
一

二
名
で
、
若
い
人
は
平
日
仕
事
に
で
て

お
り
、
主
に
六
〜
七
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

○
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
ね
│

　
は
い
。気
分
だ
け
は
若
い
で
す
。（
笑
）

　
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
作
業
す
る
と
楽

し
い
で
す
よ
。

○
主
な
活
動
内
容
は
│

　
ま
ず
、
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
で
す
ね
。

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
林
で
の
生
産
を
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ

た
料
理
も
研
究
し
て
い
ま
す
。
特
に
タ

ケ
ノ
コ
の
天
ぷ
ら
は
と
て
も
お
い
し
い

と
評
判
な
ん
で
す
よ
。

○
タ
ケ
ノ
コ
生
産
で
苦
労
し
た
こ
と
は
│

　
や
っ
ぱ
り
、堀
取
り
の
作
業
で
す
ね
。

朝
が
早
い
し
、
作
業
も
重
労
働
な
ん
で

す
よ
。
そ
の
日
に
農
協
に
集
荷
し
な
い

と
い
け
な
い
か
ら
忙
し
い
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
最
近
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増

え
て
き
て
対
応
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

○
タ
ケ
ノ
コ
生
産
以
外
に
は
│

　
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
の
実
証
栽
培
業
務
を

受
託
し
て
、
発
生
状
況
調
査
や
、
管

理
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
を
使
っ
た
料
理
の

研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

み
な
さ
ん
兼
業
農
家
で
す
か
ら
農
繁
期

に
は
田
ん
ぼ
で
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
目
標
は
│

　
そ
う
で
す
ね
。
町
内
に
は
特
産
品
の

竹
を
利
用
し
て
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
竹
炭
や
木
酢
液
を
生
産
さ
れ
て
い
る

「
真
備
町
竹
炭
生
産
販
売
組
合
」
の

方
々
や
、
「
竹
工
房
」
で
竹
細
工
を
さ

れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
の
方
々
と
い
っ

し
ょ
に
協
力
し
な
が
ら
「
竹
の
町
真
備

町
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
お
忙
し
い
中
、快
く
応
対
し
て
く
れ
た

会
員
の
皆
様
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
倉
敷
普
及
指
導
区
は
、
生
業
と
し
て

の
林
業
地
域
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て

お
り
、
都
市
近
郊
に
広
が
る
里
山
林
が

地
域
住
民
に
利
用
・
維
持
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
特
用
林

産
物
で
あ
る
タ
ケ
ノ
コ
生
産
を
中
心
と

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
真
備
町
タ
ケ

ノ
コ
グ
ル
ー
プ
の
今
後
の
活
動
に
対
し
、

当
指
導
区
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
十
一
月
十
六
日
（
日
）
に
は

真
備
町
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
が
役
場

駐
車
場
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
真
備
町

タ
ケ
ノ
コ
グ
ル
ー
プ
が
会
場
で
タ
ケ
ノ

コ
の
天
ぷ
ら
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
真
備
町
タ
ケ
ノ
コ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
会
長
　
　
小
林
良
子

℡
（
〇
八
六
六
）
九
八
│

〇
八
六
三

AG

（
倉
敷
普
及
指
導
区
　
積
　
康
範
）

タケノコ料理の数々

会員の皆さん
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○
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○

　
普

及

情

報

　
タ
ケ
ノ
コ
の
栽
培

一
　
概
　
況

　
岡
山
県
の
特
用
林
産
物
の
生
産
状
況

は
、
平
成
十
三
年
次
の
生
産
額
は
三
十

八
億
九
千
五
百
万
円
あ
り
、
そ
の
内
き

の
こ
類
が
八
十
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
タ
ケ
ノ
コ
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和

五
十
五
年
に
は
二
千
百
㌧
の
生
産
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
に
は
、
耕

地
タ
ケ
ノ
コ
が
百
二
十
㌧
、
そ
の
他
タ

ケ
ノ
コ
が
四
十
一
㌧
の
生
産
で
、
生
産

額
は
千
九
百
万
円
で
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
健
康
志
向
や
、

季
節
の
特
産
品
と
し
て
振
興
を
図
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
新
た
な
取
り
組
み
事
例

が
あ
り
ま
す
。
岡
山
県
特
用
林
産
物
振

興
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
タ
ケ
ノ
コ

を
振
興
作
目
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
う
ち
最
も
多
い
竹

種
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
（
中
国
原
産
で
国

内
へ
は
一
六
七
六
年
に
渡
来
）な
の
で
、

そ
の
手
入
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

二
　
タ
ケ
ノ
コ
の
生
育

　
三
月
上
旬
頃
か
ら
五
月
の
終
り
頃

　
　
タ
ケ
ノ
コ
が
地
上
に
現
れ
ま
す
。

　
　
（
地
上
に
現
れ
て
か
ら
成
竹
と
な

る
の
に
五
十
日
前
後
。
）

　
五
月
半
ば
頃

　
　
古
い
葉
が
替
わ
り
始
め
ま
す
。

　
六
月
上
旬
頃
か
ら
十
月
下
旬
頃

　
　
地
下
茎
が
成
長
し
ま
す
。

　
　
（
タ
ケ
ノ
コ
を
最
も
多
く
生
み
出

す
地
下
茎
は
、
概
ね
二
年
か
ら

五
〜
六
年
の
若
い
地
下
茎
）

三
　
主
な
栽
培
暦

　
一
〜
二
月
・
除
草
、
浅
く
耕
す
。

発
生
を
良
く
す
る
効
果
が
あ
り
、

早
期
発
見
と
掘
り
取
り
を
容
易
に

す
る
た
め
、
清
掃
、
地
な
ら
し
、

施
肥
を
か
ね
ま
す
。

　
五
〜
六
月
・
除
草
、
浅
く
耕
す
。

　
　
収
穫
後
、
施
肥
を
か
ね
ま
す
。

　
九
〜
十
月
・
除
草
、
浅
く
耕
す
。

地
下
茎
の
充
実
と
、
養
分
貯
蔵
の

た
め
の
施
肥
を
か
ね
ま
す
。

　
但
し
、
耕
す
と
き
は
地
下
茎
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
、
ご
く
浅
く
草
の
根
を

掘
り
取
る
程
度
に
行
い
ま
す
。

　
施
肥
は
、
除
草
や
耕
す
前
に
行
え

ば
、
肥
料
を
土
中
に
切
り
込
む
作
業
も

併
せ
て
行
え
ま
す
。

　
客
土
を
行
う
場
合
は
十
〜
十
二
月
に

行
う
。
二
年
お
き
に
行
う
場
合
に
は
十

㌢
の
厚
み
に
広
げ
て
、
な
ら
し
ま
す
。

　
ま
た
、
表
土
や
肥
料
が
流
失
し
な
い

よ
う
に
、
不
要
な
タ
ケ
な
ど
を
利
用
し

て
等
高
線
上
に
土
砂
止
め
を
し
ま
す
。

四
　
早
出
し
栽
培

　
最
盛
期
に
は
単
価
も
下
が
っ
て
く
る

の
で
、
早
出
し
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
灌
水 : 

七
〜
九
月
、
十
二
月
、

二
〜
四
月
の
灌
水
の
効
果
は
高
い
。

（
二
）
ビ
ニ
ー
ル
被
覆 : 

地
面
に
ビ

ニ
ー
ル
を
広
げ
、
地
温
を
高
め
ま

す
。

（
三
）
竹
炭
等
の
散
布 : 

敷
き
広
げ
て

地
温
の
低
下
や
土
壌
の
乾
燥
を
防

止
し
ま
す
。

（
四
）
う
ら
止
め : 

親
竹
の
上
方
部
を

切
断
し
、
地
表
面
へ
の
陽
光
の
投

入
を
良
く
し
ま
す
。

五
　
県
内
の
主
な
産
地

（
一
）
真
備
町
箭
田
地
区

　
　
　
観
光
タ
ケ
ノ
コ
園
が
整
備
さ
れ
、

掘
り
取
り
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
女
性
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
奈
義
町
小
坂
馬
桑
地
区

　
　
竹
炭
も
生
産
し
て
い
ま
す
。

六
　
タ
ケ
ノ
コ
以
外
、
竹
材
等
の
利
用

（
一
）
竹
材
等
の
利
用

　
・
伐
竹
の
時
期
は
タ
ケ
の
生
理
等
か

ら
十
〜
十
二
月
に
行
う
の
が
適
当
。

　
・
竹
材
と
し
て
は
、
造
園
や
カ
キ
筏

等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
竹
炭
、
竹
酢
液

　
・
炭
材
用
に
は
四
年
以
上
の
タ
ケ
が

収
縮
や
割
れ
の
発
生
が
少
な
い
。

　
・
竹
酢
液
は
炭
化
す
る
と
き
に
出
る

煙
を
冷
や
し
て
集
め
ま
す
。

　
　
直
径
十
か
ら
二
十
㌢
、
長
さ
十
㍍

く
ら
い
の
節
を
抜
い
た
モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
等
を
冷
却
筒
に
用
い
ま
す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
大
森
章
生
）
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シ
リ
ー
ズ
地
域
の
木
材
利
用
施
設�
EEEEEE

EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
EE
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EE
EE
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EE
EE
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EE
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EE
EE
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「
川
上
町
民
芸
品
等
共
同
創
作
セ
ン
タ
ー
」

　
川
上
郡
川
上
町
仁
賀
に
あ
る
「
川
上

町
民
芸
品
等
共
同
創
作
セ
ン
タ
ー
」

は
、
川
上
町
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
の
西
隣
に
平
成
十
四
年
度
移
設
さ

れ
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
に
は

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
四
年
度
に
同
町

地
頭
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
、

川
上
町
が
平
成
十
四
年
度
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
二
十
一
農
山
漁
村
地
域
活
性
化
基
盤

臨
時
整
備
事
業
を
活
用
し
、
総
事
業
費

二
千
九
百
四
十
六
万
円
で
、
木
工
芸
創

作
体
験
教
室
の
開
催
等
都
市
住
民
と
の

交
流
の
場
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
木
造
瓦
葺
平
屋
建
、
延
床
面
積
百
三

十
五
平
方
㍍
で
展
示
売
り
場
、
彫
刻

室
、
素
材
加
工
室
等
を
備
え
、
神
楽
面

の
粗
彫
り
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
専
用
機
、
丸
鋸
盤
、
帯
鋸
盤
等
の
機

械
類
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
木
材
総
使
用
量
は
十
四
立
方

㍍
、
そ
の
大
部
分
が
県
内
産
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
と
な
っ
て
お
り
、
施
設

周
辺
が
農
村
で
あ
る
こ
と
や
、
隣
接
し

て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
と

の
調
和
を
図
る
た
め
に
木
材
を
前
面
に

出
し
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
川
上
町
農
林
業
振
興

協
会
木
工
芸
部
会
が
管
理
運
営
し
、
神

楽
面
、木
製
の
盆
、菓
子
器
、茶
器
を
生
産

し
、一
部
を
同
セ
ン
タ
ー
や
町
内
の
直
売

所
で
販
売
す
る
一
方
、
都
市
住
民
ら
を

対
象
に
木
工
教
室
を
開
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
粗
彫
り
し
た
神
楽
面

を
面
生
産
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
は
技
術
を
高
め
て
部
員
で
全
て
完

成
さ
せ
た
い
と
熱
心
に
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（
所
在
地
）

　
川
上
郡
川
上
町
大
字
仁
賀
一
八
四
五
の
九

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
川
上
町
民
芸
品
等
共
同
創
作
セ
ン
タ
ー

　
℡
（
〇
八
六
六
）
四
八
│
四
〇
〇
五

AG

（
高
梁
普
及
指
導
区
　
花
田
智
雄
）

展 示 売 り 場

素 材 加 工 室

彫　　刻　　室
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普
及
指
導
最
前
線

「
加
茂
川
町
ホ
リ
デ
イ
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
に
よ
る
森
林
整
備
活
動
」

岡
山
普
及
指
導
区

　
ホ
リ
デ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
加
茂

川
町
に
今
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
で
、
月
一
回

（
第
三
土
曜
日
）
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な

ど
を
使
用
し
て
本
格
的
な
森
林
作
業
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

一
　
設
立
の
い
き
さ
つ

　
会
員
は
、
玉
野
市
在
住
の
方
々
を
中

心
に
岡
山
市
、
倉
敷
市
か
ら
の
計
一
二

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
員
こ
れ

ま
で
林
業
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
が
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
美
し
い
森
、
共

生
の
森
の
行
事
に
参
加
す
る
う
ち
に
、

よ
り
高
度
な
作
業
を
こ
な
し
て
間
伐
材

等
の
有
効
利
用
も
推
進
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
当
普
及
指
導
区
の
仲
介
に

よ
り
加
茂
川
町
林
研
と
加
茂
川
町
森
林

組
合
が
受
け
入
れ
側
と
な
っ
て
、
作
業

箇
所
の
手
配
や
技
術
指
導
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

二
　
活
動
の
状
況

　
去
る
十
月
十
九
日
（
土
）
に
、
一
〇

名
の
会
員
が
参
加
し
、
林
研
の
内
藤
会

長
の
指
導
の
も
と
に
所
有
者
か
ら
依
頼

さ
れ
た
二
〇
年
生
の
ヒ
ノ
キ
林
約
〇
・

三
㌶
を
間
伐
し
ま
し
た
。

　
初
め
の
頃
は
皆
お
っ
か
な
び
っ
く
り

だ
っ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
も
七
回

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
次
第
に
様
に

な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
休
憩
時
間
に
参
加
者
に
感
想
を
求
め

る
と「
お
も
し
ろ
い
」、「
上
達
し
た
の
が

わ
か
る
」、「
山
に
は
季
節
感
が
あ
っ
て
よ

い
」、「
作
業
の
後
は
心
地
よ
い
疲
労
感
が

あ
る
」、「
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
」な
ど
前

向
き
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

三
　
今
後
の
取
組
み

　「
森
林
整
備
に
貢
献
で
き
る
」、「
安
全

で
し
か
も
楽
し
い
」、参
加
者
の
皆
さ
ん

に
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
林
業
技

術
指
導
や
事
故
防
止
研
修
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

AG
（
　
高
尾
欽
也
）

「
ま
ん
さ
く
の
里
」

再
生
を
め
ざ
し
て

勝
英
普
及
指
導
区

　
勝
田
郡
奈
義
町
皆
木
地
区
に
は
、
マ

ン
サ
ク
の
自
生
地
が
あ
り
ま
す
。
区
域

面
積
約
一
・
六
㌶
に
大
小
約
二
千
本
が

群
生
し
て
、
二
月
中
旬
か
ら
三
月
中
旬

ま
で
黄
色
い
花
の
色
と
残
雪
と
の
見
事

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
楽
し
め
ま
す
。
平

成
十
三
年
三
月
に
は
、
県
の
郷
土
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
数
年
前
か
ら
こ
の
マ
ン

サ
ク
に
葉
枯
れ
現
象
が
発
生
し
、
今
で

は
山
全
体
に
広
が
り
、
樹
勢
も
弱
ま
っ

て
花
の
数
が
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
毎
年
花
の
咲
く
時
期

に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
「
ま
ん
さ
く
祭
り
」

も
こ
こ
二
年
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
枯
れ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
森
林

総
合
研
究
所
が
調
査
を
行
っ
た
り
し
ま

し
た
が
、
現
段
階
で
は
原
因
が
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当
普
及
指

導
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
マ
ン
サ
ク
の

苗
木
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に

は
こ
の
山
に
植
え
付
け
て
更
新
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
無
被
害
木
か
ら
の
挿
し
木
、
接
ぎ

木
及
び
播
種
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

地
元
協
議
会
や
町
役
場
、
県
林
業
試
験

場
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
活
動
の
成
果
が
現
れ
る
の
は
数

年
先
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ん
さ
く
の
里

再
生
と
い
う
地
域
の
厚
い
期
待
に
応
え

る
た
め
、
普
及
指
導
職
員
の
奮
闘
が
続

い
て
い
ま
す
。

AG
（
　
今
津
　
学
）

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL
加茂川町ホリデイフォレスター

挿し木の実施状況

皆木のマンサク自生地



平成15年11月１日 り　ん　せ　い 第　372　号

－7－－ 7 －

　
　
林
業
試
験
場

　
　
林
業
試
験
場�

県
の
木
、危
う
し
！�

石
　
井
　
　
　
哲

石
　
井
　
　
　
哲�
　
　
林
業
試
験
場�

県
の
木
、危
う
し
！�

石
　
井
　
　
　
哲�

　
み
な
さ
ん
。
岡
山
県
の
木
を
ご
存
知

で
す
か
。
一
九
六
六
年
に
制
定
さ
れ
た

ア
カ
マ
ツ
で
す
。

一
　
松
の
用
途

　
ア
カ
マ
ツ
は
、家
の
梁
や
桁
、階
段
・
床

板
等
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、備
前
焼
の
松

割
木
、備
前
刀
の
松
炭
な
ど
岡
山
県
の
伝

統
工
芸
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、ク
ロ
マ
ツ
も
含
め
、鷲
羽

山
等
観
光
地
に
お
け
る
白
砂
青
松
の「
美

し
い
森
」と
し
て
、景
観
的
に
も
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
古
い
話
に
な
り

ま
す
が
、
か
つ
て
児
島
の
製
塩
地
帯
で

は
、柔
ら
か
な
火
力
を
持
つ
松
の
枝
葉
が

高
級
製
塩
用
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
か

根
も
照
明
用
の「
明
し
松
」や
飛
行
機
の

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

燃
料
用
等
の「
松
根
油
」と
し
て
利
用
さ

れ
、戦
争
中
は
中
学
生
ま
で
動
員
し
て

一
日
か
け
て
採
取
し
た
松
根
が
、鉄
道

の
各
駅
に
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。ア
カ
マ
ツ
林
内
で
は
ア
カ

マ
ツ
と
共
生
す
る
マ
ツ
タ
ケ
、ア
ミ
タ

ケ
な
ど
様
々
な
き
の
こ
が
発
生
し
、き

の
こ
好
き
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

二
　
松
林
の
遷
移

　
松
林
は
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
激

減
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
健
全
な
ア
カ

マ
ツ
で
も
自
然
枯
死
に
よ
り
減
少
し
、

広
葉
樹
な
ど
が
優
勢
す
る
林
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。
広
葉
樹
が
半
分
程
度
混

じ
っ
た
松
林
内
の
様
子
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
県
南
部
の
ア
カ

マ
ツ
林
内
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
世

代
を
担
う
と
思
わ
れ
る
稚
樹
は
、
ツ
バ

キ
科
の
ツ
バ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ク
ロ
モ

ジ
科
の
シ
ロ
ダ
モ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
な

ど
常
緑
広
葉
樹
が
優
先
的
に
生
育
し
て

い
ま
し
た
が
、
ア
カ
マ
ツ
の
稚
樹
は
皆

無
で
し
た
。
草
本
類
も
全
く
な
く
、
木

本
以
外
で
は
、
コ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
な

ど
の
シ
ダ
類
の
み
で
し
た
。

三
　
ア
カ
マ
ツ
林
の
再
生

　
ア
カ
マ
ツ
は
、
光
が
十
分
に
あ
た
る

裸
地
な
ど
で
適
度
な
水
分
が
あ
れ
ば
発

芽
し
成
長
し
ま
す
が
、
林
内
の
被
陰
下

で
は
成
長
し
ま
せ
ん
。
県
内
の
一
部
で

は
ア
カ
マ
ツ
林
再
生
の
た
め
の
施
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
葉
樹
を
伐

採
す
る
に
は
大
変
な
労
力
と
危
険
な
作

業
が
伴
い
ま
す
。
経
費
と
労
力
を
抑
え

「
県
木
ア
カ
マ
ツ
」
林
を
再
生
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

必
要
最
小
限
の
伐
採
方
法
、
実
生
に
よ

る
の
か
植
栽
に
よ
る
の
か
、
さ
ら
に
松

林
の
複
合
的
利
用
を
図
る
た
め
の
菌
根

性
キ
ノ
コ
の
増
殖
方
法
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
山
積
み
で
す
。

広葉樹が侵入した松林の林床

松林内の食用キノコ　アカハツ
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森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
施
設
の
紹
介�

日本産原木しいたけ栽培を応援します

品質の信用が第一です

〈本　　部〉鳥取市富安１丁目８４番地　電話　0857－22－6161

〈鳥取駐在〉鳥取市古郡家２１１番地　　電話　0857－51－8132

「
地
蔵
岩
ヤ
ッ
ホ
ー
公
園
」

一
　
場
　
所

　
山
陽
自
動
車
道
「
鴨
方
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
か
ら
主
要
地
方
道
矢
掛
寄

島
線
を
北
へ
約
四
㌔
㍍
、
平
成
十
二
年

八
月
に
開
通
し
た「
遙
照
山
ト
ン
ネ
ル
」

を
ぬ
け
、
最
初
の
交
差
点
を
右
折
し
林

道
へ
、
す
ぐ
に
駐
車
場
に
到
着
で
す
。

　
同
公
園
は
、
金
光
町
・
鴨
方
町
・
矢

掛
町
の
境
界
に
位
置
す
る
「
遙
照
山
」

の
北
西
斜
面
、
矢
掛
町
南
山
田
地
内
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

二
　
見
ど
こ
ろ

　
「
地
蔵
岩
」

　
駐
車
場
か
ら
歩
く
こ
と
一
〇
分
、

「
遙
照
山
」
か
ら
西
へ
続
く
稜
線
直
下

に
、
今
に
も
滑
り
落
ち
そ
う
な
巨
大
な

岩
が
目
に
入
り
ま
す
。

　
岩
の
麓
に
は
大
瀧
山
日
切
地
蔵
尊
、

岩
の
中
程
に
向
か
う
急
な
階
段
を
上

が
っ
た
岩
窟
に
は
、
奥
の
院
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
北
方
向
を
望
め

ば
、
な
だ
ら
か
な
吉
備
高
原
の
山
並
み

と
眼
下
の
田
園
風
景
に
、
思
わ
ず
気
恥

ず
か
し
さ
も
忘
れ
、
ヤ
ッ
ホ
ー
と
声
を

出
し
た
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
季
節
、
黄
金
色
の
稲
穂
に
染
ま

る
平
野
と
藍
緑
色
の
山
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
一
見
の
価
値

が
あ
り
ま
す
。

　
「
森
林
散
策
」

　
四
四
㌶
の
園
内
に
は
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
訪
れ
た
方
の
体
力
、
時
間
に
合
わ

せ
森
林
散
策
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歩
道
に
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
か

れ
、
周
辺
の
森
林
に
は
人
手
が
入
り
見

通
し
が
利
き
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
道
沿
い
に
は
、
季
節
折
々

に
花
や
紅
葉
が
楽
し
め
る
よ
う
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
、
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
な
ど
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
岡
山
天
文
博
物
館
」

　
同
公
園
に
隣
接
す
る
山
頂
に
「
国
立

天
文
台
岡
山
天
体
物
理
観
測
所
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
関
係
者
以
外
立
ち
入

り
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
敷

地
内
に
鴨
方
町
が
管
理
運
営
す
る
岡
山

天
文
博
物
館
が
あ
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
や
望
遠
鏡
等
の
展
示
物
を
備
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
博
物
館
駐
車
場
か
ら
も
ヤ
ッ

ホ
ー
公
園
が
利
用
可
能
で
、
公
園
の
も

う
一
つ
の
玄
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
か
ら
地
蔵
岩
ま
で
は
往
復
約
五
〇
分

程
度
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
ご
覧
に

な
っ
た
後
の
森
林
散
策
に
も
っ
て
こ
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
休
館
日 : 

月
曜
・

年
始
年
末
等
）

AG

（
井
笠
普
及
指
導
区
　
中
川
和
憲
）



平成15年11月１日 り　ん　せ　い 第　372　号

－9－－ 9 －

▼
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お
知
ら
せ
▲
▲
▲

「
林
業
作
業
士
誕
生
」

　
岡
山
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
林
業
の
基
幹
と
な
る

優
秀
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
毎

年
「
林
業
作
業
士
育
成
研
修
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
六
月
か
ら
の
研
修
を
終
え
、
十
月
二

十
四
日
に
新
た
に
七
名
の
「
林
業
作
業

士
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
域
林
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
以
下
、
新
林
業
作
業
士
の
研
修
を
終

え
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
参
加
者
は
総
勢
七
名
で
し

た
が
、
個
性
豊
か
な
人
の
集
ま
り

で
、
講
師
先
生
方
の
指
導
の
も
と
、

互
い
の
欠
点
を
補
い
な
が
ら
事
故
も

な
く
楽
し
い
、
有
意
義
な
研
修
と
な

り
、
林
業
作
業
者
の
心
構
え
、
効
率

の
良
い
安
全
作
業
の
知
識
、
又
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
職
場
に
戻
り
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
な
お
一
層
知
識
、
技
術
を
磨
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
第
十
四
回
全
国
森
林
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
か
つ
や
ま
」
開
催

　
全
国
の
先
進
林
業
地
８
市
町
（
山
形

県
金
山
町
・
静
岡
県
天
竜
市
・
奈
良
県

吉
野
町
・
和
歌
山
県
本
宮
町
・
愛
媛
県

久
万
町
・
大
分
県
日
田
市
・
熊
本
県
小

国
町
・
岡
山
県
勝
山
町
）
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
意

見
交
換
を
行
い
、
今
後
を
展
望
す
る

「
全
国
森
林
サ
ミ
ッ
ト（
勝
山
町
主
催
）」

が
、
平
成
十
五
年
十
月
十
八
日
、
十
九

日
の
両
日
、
勝
山
町
町
民
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
本
大
会
で
は
、

浅
野
實
勝
山
町
長
の
開
会
宣
言
、
林
野

庁
前
田
直
登
次
長
の
「
森
林
、
山
村
に

期
待
さ
れ
る
役
割
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
に
続
き
、

八
市
町
長
を
パ
ネ
ラ
ー
、
明
海
大
学
名

誉
教
授
の
森
巖
夫
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
各
地
で
の
取
り
組
み
や
方
策

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
①
森
林
の
危
機
的
な
状
況

の
世
論
へ
の
訴
え
、
②
山
村
と
都
市
住

民
の
交
流
促
進
、
③
森
林
保
全
の
た
め

の
新
税
導
入
等
の
社
会
的
負
担
の
必
要

性
、
④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
よ

る
新
産
業
の
創
出
が
提
言
さ
れ
大
会
タ

イ
ト
ル
の
『
新
時
代「
山
は
勝
つ
」山
々

に
笑
う
日
が
訪
れ
る
日
を
願
っ
て
』
が

浅
野
勝
山
町
長
か
ら
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
真
庭
木
材
青
年
協
議
会
の
決

意
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
二
日
間
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
大
会
に
先
立
ち
、
前
日
の
十

八
日
に
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
真
心
の
こ
も
っ
た
手
料

理
や
地
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
、
勝
山
祭
喧

嘩
だ
ん
じ
り
が
披
露
さ
れ
、
県
外
か
ら

の
参
加
者
も
興
奮
気
味
で
見
入
る
な
ど

会
場
は
終
始
参
加
者
の
に
ぎ
や
か
な
話

し
声
と
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

AG

（
真
庭
普
及
指
導
区
　
藤
野
和
博
）

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB

ご とう たかのり

上段左から、後藤　誉典（19）フォレストこいで
さわ だ とみはる

　　　　　　澤田　富治（27）哲西町森林組合
よしはら ひろし

　　　　　　吉原　　寛（31）矢掛町森林組合
ふた せ ようへい

　　　　　　二瀬　洋平（26）美星町森林組合
まつ の まさとし

下段左から、松野　雅利（22）奈義町森林組合
みつなが しん じ

　　　　　　光永　眞二（52）未来奥津
ふじ の たかひろ

　　　　　　藤野　隆紘（20）フォレストこいで
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スギ・ヒノキ価格の推移（過去１年間）�

0
5

10
15
20
25
30
35

10９ 
８ 
７ 
６ 
５ 
４ 
３ 
２ 
１ 
1211

スギ・３ｍ・14～16


ヒノキ・３ｍ・14～16


ヒノキ・４ｍ・16～18

注：①価格は、直材・中値　②ヒノキ・４ｍの11月は16～18㎝の価格 


千円/k

月

木　材（10月27日）


樹種

�
�
�

杉


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
桧


















松


長さ

�

３ｍ

�
�

４ｍ

�

６ｍ

�
�
�

３ｍ

�
�
�
�
�

４ｍ

�
�
�
�

６ｍ


�
３ｍ

４ｍ


径　級 

７～13

14細


14～16

18～20

７～12

18～22

24～28

16～18

７～10

11～13

13～14

14～16

18～20

22～24

26㎝上

７～13

14㎝


16～18

20～22

24～28

30㎝上

14㎝細

14～16

18～20

22㎝上

18～24

24～30

直　　材 

8

7


12

12

7


10.5

11.5


18～20

11

11

22


31.5

30.5

23.5


23

14

28

30

25

25

25

28

46

37

28

13

20

�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�

小 曲 り

3

3


8.5

8.5


5

7

8


15

7.5

7.5

11


27.5

27.5


20

20

5


25

28

22

23

23

20

35

31

22

12

13

�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
▼�
－�
－�
－�

概　　　況�
出荷材積�

約　1,230k



　杉

中目材　横ばい 

柱　材　横ばい 

小径木　横ばい 





　桧

中目材　横ばい 

柱　材　横ばい 

小径木　横ばい 



















記号

△　強気配

－　横ばい

▼　弱気配


資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。 


乾しいたけ（10月10日）�


・出品Ｋ数　　　    7,824㎏

・価格高値　　　　8,000円

・安　　値　　　　   350円

・総 平 均　　　　4,170円


銘　柄

�
香 信 大 

香 信 中 

香 信 小 

小 　 間 

香 信 山 成 

バ レ 大 

バ レ 中 

ス ラ イ ス 

花 ど ん こ 

上 ど ん こ 

並 ど ん こ 

並並どんこ

小玉どんこ

山成どんこ

こ う こ 

格 外 


価　　　格

平　均


4,560

4,470

3,990

－


4,170

3,860 

3,810

3,770

－


5,390

4,050

4,000

2,810

4,020

4,660

2,800



高　値


5,460

6,390

5,130

－


5,530

5,330

5,530

5,620

－


5,390

4,930

4,730

4,700

4,020

8,000

4,330

相場�
�
△�
○�
○�
－�
○�
○�
◎�
◎�
－�
△�
○�
◎�
○�
○�
○�
◎�

価格：円／㎏

（相場）

　強：◎　保合：○　弱：△ 

資料：岡山県森連椎茸共販所市況速報 


�
単位：千円／k

　

編
集
後
記

○
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
よ
く
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
で
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

○
「
政
権
公
約
＝
数
値
目
標
や
財
源
、

達
成
時
期
等
を
示
し
た
政
党
や
候
補

者
の
政
策
集
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
が
、
で
は
「
公
約
」
と
ど
う
違

う
の
？
。
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
分

か
り
易
く
解
説
し
て
い
ま
し
た
。

○
我
が
家
の
出
勤
前
の
会
話
で
す
。

A
A

A

○
今
日
の
帰
り
は
早
い
？
↓
　
早
め
に

帰
る
よ
。
…
こ
れ
は
「
公
約
」
。

A
A

A

　
七
時
に
帰
る
よ
。
…
こ
れ
は
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」
。

○
我
が
家
の
場
合
、
こ
の
公
約
は
守
ら

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
で
き
な
い
公
約
は
し
な
い
方
が
良
い

で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
心
当
た
り
は
あI

り
ま
せ
ん
か
？
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── 安全・人と自然・調和 ──
造林木を野生動物の食害から守る

〔野生獣類忌避剤〕コニファー水和剤　　〔幼令樹保護カバー〕くわんたい
〔樹皮食い防止に〕バークガード　　　　〔野生草食獣食害防止〕防獣ネット
〔クズ専用除草剤〕クズノック・ザイトロン・ザイトロンフレノック
〔樹幹注入剤〕センチュリーエース
（お問い合わせ申し込みは県森連・森林組合へ）
　販売元：原岸株式会社　　　　　　　　　　大同商事㈱大阪営業所
　　　　　TEL：086－465－7136　　　　　　　  TEL：06－6231－2819

岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0013  津山市二宮1849－２
　　　　　　　　 TEL（0868）28－9360
　　　　　　　　 FAX（0868）28－9363

社団
法人

緑 豊 か な 自 然 を 守 る
　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務
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編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

林
声
　
平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
（
三
七
二
号
）

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。�
間伐材利用生分解型植生シート�間伐材利用植生マット�間伐材利用厚層植生マット� 再生紙利用植生シート�間伐材利用植生シート�

 東中国支店／津山市高尾580-1　　　TEL（0868）28-0256�
 岡山営業所／岡山市横井上1328-2   TEL（086）294-1000

切土土砂用� 盛土用�切土軟岩用� 盛土用� 盛土用�

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目�
 間伐材や古紙を有効利用した法面緑化資材です。�

木製花壇境界杭�

間伐材等木材の有効利用と�
　　　　県産材の需要拡大を図る�

株式会社　ケ ン モ リ�
（岡山県森林組合連合会　出資会社）�

〒700－0866　岡山市岡南町2丁目5番10号�
　　　　　　  （ＴＥＬ）086－224－7343�
　　　　　　  （ＦＡＸ）086－224－2655

加入できる森林は

保険金が出るのは

加 入 期 間 は

¡岡山県農林水産部治山課　電話番号 086（224）2111（代表）
086（226）7455（直通）


